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要約 
 気候変動など世界的課題に対して、人々の未来をより良いものにするために
大学として貢献することが求められている。この論文の目的は、世界の動向、国
内の動向を整理し、本学の位置を確認するとともに、世界的課題の解決に貢献し
世界の幸せをカタチにする人材の育成（ハピネスクリエーター）のために求めら
れる取り組み、効果的と考えられる取り組みについて本学の活動と特徴を踏ま
えて検討することである。 

Times Higher Education が発表している Impact Rankings は世界の大学の
SDGs への貢献度を評価するものであり、本論文では Impact Rankings に着目
して分析と事例研究を行った。大学ごとに戦略や強みなど異なる特徴がみられ
た一方、上位校はホリスティック（包括的）な視点に立ち、原則・理念を日常生
活に落とし込むところにまで至っている点が特徴的であった。本学の理念でも
ある「四弘誓願」はまさにホリスティックな視点に立つものであり、現在の教育
研究活動を発展させることを通じて、上位校同様に理念を個別の活動展開とし
て落とし込み、「いきとし生けるものが幸せになるために」その響創者を育成し、
実現していくことが期待される。 

１．はじめに 
私たちの暮らす地球環境について、Richardson ら（2023）は、気候変動、海

洋の酸性化、成層圏のオゾンの破壊、窒素とリンの循環、世界的な淡水利用、土
地利用の変化、生物多様性の損失、大気エアロゾルの負荷、化学物質による汚染
という９つの「地球の境界（プラネタリー・バウンダリー）」のうち６つが、人々
が将来の世代に向けて発展と繁栄を続けられる境界（閾値）を超えていると警鐘
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を鳴らしている。このような環境問題に加えて、戦争、格差、コミュニティの希
薄化、心の問題など現代社会が抱える課題を克服し、生けるものがいきいきと幸
せに暮らすことのできる世界の実現は SDGs に代表される、目指すべき方向性
である。これまでの還元主義的な世界観、人間観から、ホリスティック（全体論
的）なものの見方を取り戻す視点が必要である（クマール, 2017）。すなわち、
自然とのつながり、人とのつながり、自分とのつながりを見つめ直し、取り戻す
ことが求められている。自然とのつながりは、自分が生態系と一体であり、命の
営みに生かされているという感覚を指し、人とのつながりは自分が孤立した存
在でなく、他者とのかかわりの中で生かされている存在であるという感覚、自分
とのつながりは、身体性や精神性への気づき、自分がかけがえのない存在である
という感覚を意味する。 
現代社会は、これらのつながりを断ち切ることで物質的、経済的発展をしてき

たと言えるが、結果として環境問題や格差などの問題を引き起こしているのが
現状である。個人主義を超えて自然、他者、自分を大事にし、しあわせで持続可
能な暮らしや社会をつくるために、自然と人、自分とのつながりをつなぎ直すた
めに、自分と向き合う場、自然や他者と対話する場を創り出すことが求められる。 
そのような問題意識のもと、著者らは、武蔵野大学しあわせ研究所の助成を受

け、キャンパスの中につながりを取り戻す拠点をつくり、研究・教育活動を展開
している。サステナブルキャンパスの実現に向けた取り組み例のひとつには、有
明キャンパス３号館屋上におけるコミュニティガーデンの整備がある。教職員
や学生、そして地域の人々が協働で自然循環型の菜園づくり、分かち合い、もの
づくり等を行う場は、すなわち対話の場である。自然の恵みを実感しながら、他
者との関係性の構築や自分を見つめ直す教育活動を展開することは、SDG2「飢
餓をゼロに」、SDG10「人や国の不平等をなくそう」、SDG12「つくる責任つか
う責任」、SDG15「陸の豊かさも守ろう」といった課題につながる。 
国内外の動向に目を向けると、SDGs 実現に向けて各大学独自の取り組みが進

む一方、その質を測るための指標も提案され、大学評価として用いられている現
状がある。以前から複数のランキングが存在しており、代表例としては Times 
Higher Education（THE） World University Rankings、Quacquarelli Symonds
（QS）World University Rankings などが広く認知されており、大学評価や学生
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募集に影響を及ぼしている。近年では、より広範な課題とより良い社会の実現に
向けた大学の貢献度に着目した Times Higher Education (THE) Impact 
Rankings への関心が高まり、日本からの参加も増加している。 

Impact Rankings とは、Times Higher Education が発表している世界の大学
の SDGsへの貢献度を評価するランキングである。2023年に発表された Impact 
Rankings 2023 では、世界 115 か国、1705の大学が参加している。SDGs の達
成に向けた大学の取り組み状況を把握する上で、大学関係者だけでなく、政策立
案者にとって役立つもの、また進学希望者が進学先を検討する上でも重要な判
断材料となりうるものとして注目が高まっている。 
 この論文の目的は、サステナブルキャンパスの実現に向けて、他大学の取り組
みを整理し、今後の取り組みへの示唆を得ることである。世界の動向、国内の動
向を整理し、本学の位置を確認するとともに、世界的課題の解決に貢献し世界の
幸せをカタチにする人材の育成（ハピネスクリエーター）のために効果的と考え
られる取り組みを、本学の活動と特徴を踏まえて検討する。 
具体的には、上位校の分析（Impact Rankings と事例）から、外部からの評価

軸を明らかにし、現在の活動を再評価する。さらに、本学の理念と現在の活動の
特徴を踏まえ、本学の持つ強み（アドバンテージ、潜在力）と今後の取り組みに
ついて提言する。 

 
２．Impact Rankings分析からみた強みと課題 

Impact Rankings では、SDGs の 17 の目標ごとに、研究、管理、アウトリー
チ、教育の分野についての指標を用いて評価を行っている（評価指標の詳細は付
録に示す）。評価は各大学から提供されるデータや公開情報（例えば、論文のデ
ータベースなど）に基づいて行われる。各大学は 17 目標の中から任意の目標に
ついてデータを提供できるが、総合ランキングには SDGs17（パートナーシップ
で目標を達成しよう）のスコアと残りの 16目標のうち上位 3 つの目標のスコア
が用いられる。 
 分析には、Times Higher Education の発行した報告書 Impact Rankings 2023
（Times Higer Education, 2023）に記載されている総合ランキング 1 位～1000
位の大学のデータを用いた。だし、武蔵野大学についてはランキング 1000 位以
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下であり報告書 Impact Rankings 2023（Times Higer Education,2023）に記載
されていないため、ウェブサイトに記載されているデータを用いた（Times 
Higer Education,2024）。 
 総合ランキング 1位～1000位の大学について地域別に大学数を集計した結果
を表１に示す。1 位～1000 位には世界各地域の大学が含まれるが、そのうちア
ジアの大学は全体の 44.1%を占める。次に多いのはヨーロッパの大学である。し
かし、1 位～100 位の上位大学をみるとアジアは 17.6%を占めるにすぎず、ヨー
ロッパ、北アメリカ、オセアニア（そのほとんどがオーストラリアとニュージー
ランド）の大学が大半を占める。日本は、100 位以内には北海道大学（22 位）、
京都大学（49 位）の 2 校、1000 位以内に 47 校がランクインしており、武蔵野
大学は 1001 位以下となっている。 
  

表１ 総合ランキング 1位から 1000 位にランクインしている大学数（地域別）  
 
 
 
 
 

 

 先述の通り、Impact Rankings の評価では 17 の目標のうち、SDG17 とその
他 3 つ以上の目標について報告を行うことになっているが、どの目標について
報告を行うかや、いくつの目標について報告するかは各大学に委ねられている。
報告を行っている目標数は、ある程度その大学における SDGs の推進・把握体
制を反映していると考えられる。そこで、SDGs17 目標のうちいくつの目標を報
告しているかを、順位カテゴリごとに集計し、分析を行った（図 1）。この図を
みると、1 位～100 位の大学の報告目標数の中央値は 14.5（半分の大学は 14.5
以上の目標について報告を行っている）、第 3 四分位数は 17（3/4 の大学は 17
目標すべてに対して報告を行っている）。一方、801-1000 位の大学の中央値は 7
（半分の大学は 7 つの目標のみしか報告していない）となっている。このこと
は、下位の大学はより少数の目標に特化した形で SDGs に取り組んでいるのに
対し、上位大学は SDGs の多くの目標に対して包括的に取り組む傾向があるこ
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とを表わしている。武蔵野大学は、17 目標すべてに対して報告を行っており、
1001位以下という順位からは質的に十分な取り組みを行っているとは言えない
ものの、包括的な取り組みを目指す姿勢が表れていると言える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図１ SDGs17目標のうちデータの報告を行っている目標数（順位カテゴリ別）  
  

 さらに、各大学の取り組みの質的な包括性を分析するため、各大学の各目標の
スコアのばらつき度合いについて分析を行った（図２）。この分析において、目
標間のスコアのばらつきが小さければその大学は比較的偏りが少なく SDGs の
各目標に取り組んでいると言える。ここで、ばらつき度合いを表わす指標として
変動係数を用いた。  
 この図をみると順位の高い大学ほど、目標間のばらつきが小さいことが分か
る（例えば 1 位～100位の大学の中央値は 0.12 であるのに対し、801 位～1000
では 0.27 となっている）。このことは、上位大学ほど偏りなく多くの目標に取り
組んでいる、つまり特定の分野に偏ることなく包括的な取り組みを行っている
ことを示している。  
 武蔵野大学の変動係数は 0.58 であり、かなり目標間のばらつきが大きくなっ
ている。先述の通り武蔵野大学は 17 すべての目標について報告を行っており包
括的な取り組みに向う姿勢があるものの、目標間での成果のばらつきが大きく、
強い分野とそうでない分野が分かれている状態であると言える。今後より上位
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を目指していくためには、質的な面での目標間のばらつきを小さくし、より包括
性を高めていく必要があることを表わしている。  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
図２ 各目標のスコアのばらつき度合い（順位カテゴリ別）  

  

 次に、上位の大学特徴と武蔵野大学の位置づけをより理解するために、世界ト
ップ 10、アジアトップ 10、日本トップ 10、日本私立トップ 10の大学のスコア
を比較した。表２に比較を行った大学のリストを示す。  
 図３に各大学カテゴリの目標別の平均スコアを示す。これをみると世界トッ
プ 10 大学は全体的にスコアが高いことが分かる。しかし、SDG9（産業と技術
革新の基盤をつくろう）においては、アジアトップ 10、日本トップ 10 が世界ト
ップ 10 を逆転している。このことは、アジア、日本のトップ大学においては技
術革新のための研究開発や産業界との連携に重きが置かれていることを表わし
ている。しかし、日本私立トップ 10 はそれほど高いスコアとなっておらず、国
立大学（日本のトップ 10 のうち９つは国立大学である）と私立大学で研究開発
力に差があることが分かる。  
 日本のトップ大学（日本トップ 10、日本私立トップ 10）において共通する傾
向として SDG5（ジェンダー平等を実現しよう）のスコアが低いことが挙げられ
る。SDG5 は、女性の教育へのアクセス、女性の上級研究員の割合、女性の地位
向上施策（女性差別撤廃方針、トランスジェンダー差別撤廃施策など）などが評
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価基準になっている。こうしたジェンダー平等は日本社会全体の課題でもあり、
大学においてこれらの取り組みを率先して行うことが求められる。武蔵野大学
は全体的にスコアが低い傾向があるが、SDG3(すべての人に健康と福祉を)、
SDG8（働きがいも経済成長も）については日本私立トップ 10 よりも高いスコ
アになっており、これらの項目は武蔵野大学の強みであると言える。  
 

表２ 比較を行った大学のリスト 
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図３上位大学および武蔵野大学の 17 目標のスコアの比較  

 

武蔵野大学の強みや課題をさらによくみるために、17 目標の各スコアについ
て、武蔵野大学の平均的スコアに比べてどの程度上回っているか（下回っている
か）の分析を行った。具体的には、下記の式を用いて武蔵野大学の各目標の特化
度を分析した。この数値が正であれば比較的強い分野、負であれば比較的弱い分
野であることを表わす。 
 

𝑔𝑔𝑔𝑔𝑖𝑖𝑖𝑖 =
𝑥𝑥𝑥𝑥𝑖𝑖𝑖𝑖
𝑥𝑥𝑥𝑥𝑥 − 1    
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表３ SDGsの 17 目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 結果を図４に示す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 武蔵野大学の 17 目標の特化指数  
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この図から武蔵野大学の特徴として下記のように整理できる。 
• 比較的強い分野  
SDG3 すべての人に健康と福祉を  
SDG8 働きがいも経済成長も  
 
• 比較的弱い分野  
SDG1 貧困をなくそう  
SDG2 飢餓をゼロに  
SDG5 ジェンダー平等を実現しよう  
SDG13 気候変動に具体的な対策を  
SDG14 海の豊かさを守ろう  
SDG15 陸の豊かさも守ろう  
 
サステナブルな社会に向けての武蔵野大学の貢献をさらに高めていくために

は、強みの分野を伸ばしつつ、対策が十分でない分野についてさらに取り組みを
進めていく必要がある。現在、比較的弱い分野である SDG 1, 2, 5は、国際的ま
たは地域的な社会課題に対する貢献、在籍する学生や教職員への援助、平等の推
進など、SDG13, 14, 15 は、気候変動への対応や生態系保全といった環境問題へ
の対応などが評価基準となっている。これらの分野についてさらに取り組みを
進めることでよりサステナブルなキャンパスの実現に向うと考えられる。  
 
３．事例からみた強みと課題 
事例分析は、Impact Rankings（表１）を基に世界上位３校、アジアおよび国

内の上位校について、大学ホームページおよび SDGs 白書などの報告書から情
報を収集、整理した。大学の戦略と活動および成果から、活動の特徴と成果につ
ながる要因を抽出した結果を報告する。 
（１）海外上位校の特徴 
 海外上位校（トップ 3）の基本情報、戦略、事例を表４に示す。 
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表４ 海外上位校の特徴 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 1 位の Western Sydney University（オーストラリア）は、サステナビリティ
レポートを発行し、「Sustainability and Resilience 2030」戦略として、９つの
相互接続的な重点分野（先住民の知恵、生物多様性とウェルビーイングをつなげ

順順

位位
大大学学名名 評評価価とと戦戦略略 主主なな事事例例

1 Western
Sydney
University

・サステナビリティレポート発行
・「Sustainability and Resilience 2030」戦略

相互接続的な９つの重点分野設定
（先住民の知恵、生物多様性とウェルビーイン
グをつなげる再生的システム等）
・戦略的/優先的行動を実施調整するためのガ

バナンスフレームワーク「CORE」を設定

・CORE：カリキュラム、 運営、研究、エン

ゲージメント
•GRADUATE ATTRIBUTES（卒業生として身

に付けるべき知識・能力）を改訂

・シニア職員（管理職）の女性比率45%
・リサイクル率91％。使い捨てプラスチックの全廃

・クライメートポジティブの目標に向い、117ヘクタールの森林を保護

・オーストラリア最大の全国的気候ユースイベントに400人が参加

・炭素排出ゼロを目指す州のコンソーシアムに1500万ASD投資

★★同同大大学学のの「「卒卒業業生生のの資資質質」」をを更更新新しし、、中中心心ににササスステテナナビビリリテティィのの能能力力をを置置

くく
・クライメートポジティブ、ネイチャーポジティブとなる目標掲げる
・2022年、再生可能エネルギー100％を達成し、間接排出部門で97%削減を達成

・大学による先住民（ネイティブ）戦略2020-2025を策定し先住民企業からの物

品、サービス調達を実施
・大規模山火事をきっかけに、5歳以下の子どもが参加する、生態系の回復を探求

する学びの経験に参加

★★長長期期計計画画「「ササスステテナナビビリリテティィととレレジジリリエエンンスス 2030 」」策策定定、、進進捗捗をを可可視視化化

★★学学生生、、教教職職員員、、ココミミュュニニテティィ間間のの協協力力関関係係強強化化ののたためめデデジジタタルルププララッットト

フフォォーームム整整備備（（ 89のの活活動動がが集集ままるる））

2 University of
Manchester

・サステナビリティレポート発行
・研究、教育、Public Engagement、運営の4分
野を通じて実施
・SDGsの目標17を4つの分野ごとにマトリッ

クス作成し、全分野で積極的に活動
・研究分野では、SDGsに関連する論文数、引

用インパクト、途上国の研究者との共同執筆比
率などを発表。
・SDGsの目標ごとに、該当授業数を発表

★★目目標標 13：： 2038 年年ままででののゼゼロロカカーーボボンン目目標標、、大大学学戦戦略略計計画画でで炭炭素素影影響響をを戦戦略略

的的意意思思決決定定のの中中心心にに位位置置づづけけ
★★目目標標 5：：ジジェェンンダダーー給給与与格格差差報報告告書書作作成成、、平平均均収収入入差差をを測測定定しし目目標標設設定定

★★目目標標 12：：廃廃棄棄物物総総量量 3,980 トトンン中中 1,600 トトンン（（ 40%））リリササイイククルル

★★目目標標 2：：学学生生ががゼゼロロ廃廃棄棄物物シショョッッププ「「Want Not Waste」」をを利利用用ししてて物物資資調調

達達しし、、ココミミュュニニテティィのの誰誰ででももがが取取りり出出せせるる「「ココミミュュニニテティィ冷冷蔵蔵庫庫」」運運営営
★★目目標標 1：：ホホーームムレレススネネスス憲憲章章をを大大学学とと学学生生ユユニニオオンンがが締締結結、、寄寄付付にによよりり生生

活活苦苦ににああるる学学生生をを支支援援
★★目目標標 6：：大大学学のの建建物物内内にに 41のの無無料料のの給給水水機機設設置置

★★目目標標 12：： 2005 年年よよりり「「認認定定フフェェアアトトレレーードド大大学学」」

★★目目標標 10：：多多様様性性とと平平等等なな雇雇用用とと学学生生：：従従業業員員のの 6.3%がが障障害害者者ででああるるここととをを

開開示示

3 Queen’s
University

・SDGsレポート発行

・17の目標ごとに、研究とイノベーション、

教育と学生生活、コミュニティへの影響、グ
ローバルへの影響という4つの軸で活動をまと

めて発表。

・目標1：法学部学生による法的サービスの提供

・目標2：地元のフードバンクに寄付

★★目目標標 2：：養養蜂蜂ととははちちみみつつののキキャャンンパパスス内内でで提提供供

★★目目標標 2：：食食品品廃廃棄棄物物のの削削減減

★★目目標標 2：：気気候候フフーードドのの提提供供

★★目目標標 4：：女女子子中中学学生生ののたためめののSTEM 合合宿宿

・目標5：Women in Science at Queen’s（WiSQ）という同大学でのキャリアを探

求し、構築するための女性向けの従業員リソースグループの存在。
・目標5：女性およびトランスジェンダーの人々への非差別政策（ポリシー）策定

★★目目標標 5：：女女性性ススタタッッフフののメメンンタターーシシッッププ機機会会とと教教育育支支援援

・目標5：ファミリーフレンドリーな大学づくり

★★目目標標 5：：学学生生もも利利用用可可能能ななキキャャンンパパスス内内のの保保育育所所

★★目目標標 7：：ボボトトルル水水のの販販売売販販売売禁禁止止

★★目目標標 8：：カカナナダダ全全国国大大学学気気候候憲憲章章へへのの署署名名とと報報告告

★★目目標標 9：：全全学学的的なな起起業業支支援援

・目標11：キャンパスの脱植民地化と先住民化

順順

位位
大大学学名名 評評価価とと戦戦略略 主主なな事事例例（（★★はは参参考考ととななるる強強みみ））

1 Western
Sydney
University

・サステナビリティレポート発行

・「Sustainability and Resilience 2030」戦略として 相互接続的な

９つの重点分野設定
（先住民の知恵、生物多様性とウェルビーイングをつなげる再生
的システム等）

・戦略的/優先的行動を実施調整するためのガバナンスフレーム

ワーク「CORE」を設定

・CORE：カリキュラム、 運営、研究、エンゲージメント

•GRADUATE ATTRIBUTES（卒業生として身に付けるべき知識・
能力）を改訂

・シニア職員（管理職）の女性比率45%
・リサイクル率91％。使い捨てプラスチックの全廃

・クライメートポジティブの目標に向い、117ヘクタールの森林を保護

・オーストラリア最大の全国的気候ユースイベントに400人が参加

・炭素排出をゼロにすることを目指すコンソーシアムに1500万ASD投資

★★同同大大学学のの「「卒卒業業生生のの資資質質」」をを更更新新しし、、中中心心ににササスステテナナビビリリテティィのの能能力力
をを置置くく
・クライメートポジティブ、ネイチャーポジティブとなる目標掲げる

・2022年、再生可能エネルギー100％を達成し、間接排出部門で97%削減

を達成

・大学による先住民（ネイティブ）戦略2020-2025を策定し、先住民企業

からの物品、サービス調達を実施

・大規模山火事をきっかけに、5歳以下の子どもが参加する、生態系の回

復を探求する学びの経験に参加

★★長長期期計計画画「「ササスステテナナビビリリテティィととレレジジリリエエンンスス 2030」」策策定定、、進進捗捗をを可可視視
化化
★★学学生生、、教教職職員員、、ココミミュュニニテティィ間間のの協協力力関関係係強強化化ののたためめデデジジタタルルププララッッ
トトフフォォーームム整整備備（（ 89のの活活動動がが集集ままるる））

2 University of
Manchester

・サステナビリティレポート発行

・研究、教育、Public Engagement、運営の4分野を通じて実施

・SDGsの目標17を4つの分野ごとにマトリックス作成し、全分野

で積極的に活動

・研究分野では、SDGsに関連する論文数、引用インパクト、途

上国の研究者との共同執筆比率などを発表

・SDGsの目標ごとに、該当授業数を発表

★★目目標標 13：： 2038年年ままででののゼゼロロカカーーボボンン目目標標、、大大学学戦戦略略計計画画でで炭炭素素影影響響
をを戦戦略略的的意意思思決決定定のの中中心心にに位位置置づづけけ
★★目目標標 5：：ジジェェンンダダーー給給与与格格差差報報告告書書作作成成、、平平均均収収入入差差をを測測定定しし目目標標設設
定定
★★目目標標 12：：廃廃棄棄物物総総量量 3,980トトンン中中 1,600トトンン（（ 40%））リリササイイククルル
★★目目標標 2：：学学生生ががゼゼロロ廃廃棄棄物物シショョッッププ「「Want Not Waste」」をを利利用用ししてて物物
資資調調達達しし、、ココミミュュニニテティィのの誰誰ででももがが取取りり出出せせるる「「ココミミュュニニテティィ冷冷蔵蔵庫庫」」
運運営営
★★目目標標 1：：ホホーームムレレススネネスス憲憲章章をを大大学学とと学学生生ユユニニオオンンがが締締結結、、寄寄付付にによよ
りり生生活活苦苦ににああるる学学生生をを支支援援
★★目目標標 6：：大大学学のの建建物物内内にに 41のの無無料料給給水水機機設設置置
★★目目標標 12：： 2005年年よよりり「「認認定定フフェェアアトトレレーードド大大学学」」
★★目目標標 10：：多多様様性性とと平平等等なな雇雇用用とと学学生生：：従従業業員員のの 6.3%がが障障ががいい者者ででああ
るるここととをを開開示示

3 Queen’s
University

・SDGsレポート発行

・17の目標ごとに、研究とイノベーション、教育と学生生活、コ

ミュニティへの影響、グローバルへの影響という4つの軸で活動を
まとめて発表

・目標1：法学部学生による法的サービスの提供

・目標2：地元のフードバンクに寄付

★★目目標標 2：：キキャャンンパパスス内内でで養養蜂蜂ととははちちみみつつのの提提供供
★★目目標標 2：：食食品品廃廃棄棄物物のの削削減減
★★目目標標 2：：気気候候フフーードドのの提提供供
★★目目標標 4：：女女子子中中学学生生ののたためめののSTEM合合宿宿
・目標5：Women in Science at Queen’s（WiSQ）という同大学でのキャ

リアを探求し、構築するための女性向けの従業員リソースグループの存在

・目標5：女性およびトランスジェンダーの人々への非差別政策（ポリ

シー）の策定

★★目目標標 5：：女女性性ススタタッッフフののメメンンタターーシシッッププ機機会会とと教教育育支支援援
・目標5：ファミリーフレンドリーな大学

★★目目標標 5：：学学生生もも利利用用可可能能ななキキャャンンパパスス内内のの保保育育所所
★★目目標標 7：：ボボトトルル水水のの販販売売禁禁止止
★★目目標標 8：：カカナナダダ全全国国大大学学気気候候憲憲章章へへのの署署名名とと報報告告
★★目目標標 9：：全全学学的的なな起起業業支支援援
・目標11：キャンパスの脱植民地化と先住民化
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サステナブルキャンパスの実現を目指して  
～ Impact Rankings 分析と事例研究の視点から～

る再生的システム、都市のレジリエンス、気候アクション、エシカル経済への転
換、サステナビリティのための倫理的 AI、食の安全保証と持続可能農業、気候
的正義と不平等の解消、地域、国、国際的なコラボレーションの推進）を定めて
いる。また、持続可能性の戦略的および優先的な行動の実施を調整し監視するた
めの分散型ガバナンスフレームワークとして、以下の「CORE（カリキュラム、
運営、研究、エンゲージメント）」を設定している。 

カリキュラム：21 世紀のカリキュラム課題を提供し、SDG の能力を我々の
カリキュラムに埋め込み、特定するために取り組むこと 
運営：2030 年までにカーボンニュートラルの達成 
研究：研究プロファイルの SDGs への影響を示し、ウェスタン大学の Times 
Higher Education Impact Rankings での地位を確立すること 
エンゲージメント：明日のリーダー向けに SDGs2030 学校戦略を開発し、
持続可能性の研究を進めるための道筋を開発し、コミュニティパートナーと
意義ある関係を築くために CORE の専門知識を活用すること 
 

 特に、GRADUATE ATTRIBUTES（卒業生として身に付けるべき知識・能力）
を改訂し、より持続可能な未来に有意義な貢献ができる卒業生を輩出すること、
持続可能で多様で社会的に公正な世界に貢献できる卒業生を育成することを目
指す内容としている。このような戦略的運営と教育の結果として、サステナビリ
ティとレジリエンスに関する長期計画策定、女性管理職比率の向上、リサイクル
率 91％/使い捨てプラスチックの全廃達成など多様な事例が実行されている。例
えば、学生、教職員、コミュニティ間の協力関係強化のためのデジタルプラット
フォーム整備は、89の活動を集めることにつながっている。 
 University of Manchester（2 位、英国）は、サステナビリティレポートを発
行し、研究、教育、社会貢献、運営の 4 分野を通じて実行している。マトリック
スを作り、4 分野すべてにおいて積極的に活動しており、教育に関しては、SDGs
の目標ごとに、該当授業数を発表している。多い順に、SDG9 は 1084 授業（う
ち直接 268、間接 816）、SDG11 は 850（直接 126、間接 724）、SDG3 は 820
（直接 505、間接 315）である。事例は目標ごとに整理されている。 
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サステナブルキャンパスの実現を目指して  
～ Impact Rankings 分析と事例研究の視点から～

SDG13：2038 年までのゼロカーボン目標、大学戦略計画で炭素影響を戦略的意
思決定の中心に位置づけ 
SDG5：ジェンダーによる給与格差について、大学で働く男女の平均収入差を測
定し目標を設定 
SDG12：廃棄物総量 3,980 トンのうち 1,600 トン（全体の 40%）のリサイクル
達成、学生がゼロ廃棄物ショップ「Want Not Waste」を利用して物資を調達し、
コミュニティの誰でもが取り出せる「コミュニティ冷蔵庫」を運営 
SDG６：大学の建物内に 41 の無料の給水機設置 
SDG12：2005 年から認定フェアトレード大学 
SDG10：多様性と平等な雇用に関して、職員の 6.3%が障がい者であることを開示 
  
 3 位の Queenʼs University（カナダ）は、SDGs レポートを発行し、17 の目標
ごとに、研究とイノベーション、教育と学生生活、コミュニティへの影響、グロ
ーバルへの影響という 4 つの軸で活動をまとめて公表する戦略を取っている。
主な事例として、以下が報告されている。 
 
SDG１：法学部学生による法的サービスの提供 
SDG２：地元のフードバンクへの寄付の他、養蜂とはちみつのキャンパス内で
の提供、食品廃棄物の削減、気候への負荷が少ない食事の選択を支援するために
クールフードミール導入など 
SDG４：女子中学生への STEM 教育 
SDG５：Women in Science at Queenʼs（WiSQ）という大学でのキャリアを探
求し、構築するための女性向けの職員支援グループの存在、女性およびトランス
ジェンダーの人々への非差別政策（ポリシー）の策定、女性教職員のメンターシ
ップ機会と教育支援、キャンパスでの学術活動・仕事と子育て・介護の両立を支
援するためのリソース提供やキャンバス内保育所よりファミリーフレンドリー
な大学につながる活動 
SDG７：給水機の設置拡充とボトル詰めの水販売禁止 
SDG８：カナダ全国大学気候憲章への署名と報告 
SDG９：全学的な起業支援 
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サステナブルキャンパスの実現を目指して  
～ Impact Rankings 分析と事例研究の視点から～

SDG11：キャンパスの脱植民地化と先住民化 
 
 上述した上位 3 校に共通する点として、サステナビリティに関するレポート
が発行されていること、気候変動への対策や、貧困とジェンダー不平等への対策
が具体的かつ長期的計画的であること、大学独自のフレームワークや活動の軸
を有していることが挙げられる。 また、表現や力点は大学により異なるものの、
研究、教育、運営、地域とのパートナーシップも共通していた。SDGs レポート
は SDG17 の評価の 27.2%を占めており（付録参照）、かつ SDG17は必ず計算に
用いられる。このため SDGs レポートの作成や、地域とのパートナーシップに
上位校ほど取り組んでいるのはある意味当然の結果であろう。一方、理念と行動
という視点でみると、2 位、3 位の大学では事例（実行された内容）が SDGs の
17 の目標ごとにまとめられており、個々の活動を SDGs の枠組みにあてはめて
整理している状況が伺え、Western Sydney University との違いが明確である。
Western Sydney Universityは、GRADUATE ATTRIBUTES の改訂が示すように、
大学教育を通じて世界の課題に貢献する知識・能力を身に着けた人材の育成を
重視している点が抜きんでている。すなわち、大学教育の基盤となる理念その
ものが要素還元的ではなく包括的であり、その理念が学生の中で咀嚼されるこ
とは、世界の課題に目を向け個別の事例（学生自身の選択と実行）につながる。
結果として、持続可能でより良い未来に貢献する「循環の仕組み」ができている
点で、先進的であると言える。 
 脱植民地化や先住民族への支援、ジェンダー、社会的弱者や経済格差などの不
平等に対する取り組みに重点が置かれている点は、先進国のこれまでのアフリ
カ・アジアなどから搾取・収奪という歴史的背景や文化的問題の影響が伺える。
西欧の大学にとって SDGs とは、それらの歴史を評価し直し、その課題を乗り
越えることがテーマとなっていると考えられる。 
 
（２）アジア圏の事例 
 アジアの上位 3 校は、マレーシア科学大学（マレーシア）、延世大学（韓国）、
チュラロンコーン大学（タイ）であるが、延世大学は英語での公開情報が乏しく
今回はホームページやレポートからの情報収集が困難であった。 
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サステナブルキャンパスの実現を目指して  
～ Impact Rankings 分析と事例研究の視点から～

マレーシア科学大学は、ペナン州に位置する 1969 年設立の国立大学で、合計
27 の学部を有する総合大学である。学部・大学院合わせて約３万人の学生が在
籍している。 
マレーシア科学大学のサステナビリティ実現に向けた主要な戦略は、以下の

５つが挙げられている。 
・ミッションまたは政策声明を通じて明確にされた持続可能性のビジョン 
・持続可能性の行動計画を策定するための全体的なアプローチ 
・大学の運営や制度のすべての側面における持続可能性の統合 
・創造的で実践的な関与を通じて、形式的および非形式の学習に持続可能性を組
み込む 
・社会の幸福の向上と向上のための持続可能性の文化 
事例では、34,751 人の学生のうち、24,598 人の学生が低所得者層出身であり、
大学からの奨学金は当然として、地域社会からのザカート（困窮者を助けるため
の義務的な喜捨）を通じた支援、大学内のイスラミックセンターと学生が主導し
ての学生同士のランチの支援、地域社会のホームレス支援、経済的困窮層出身学
生への多様なケアなど、イスラム的価値観を通じて地域社会へ貢献する様子が
みられる。戦略、組織づくりに力を入れ、サステナビリティへの動きを全学的に
行うという特徴がみられた。 
 延世大学は学生数 4 万人、35 学部を有する総合大学であり、英語での情報公
開がほとんどみられないが、Impact Rankings の評価は、SDG9（産業と技術革
新の基盤をつくろう）が 99 点、SDG12（つくる責任、つかう責任）が 91 点で
あることが特徴的である。 
 チュラロンコーン大学は、戦略として教育そのものの SDGs との統合を掲げ
ている。2017 年にチュラロンコーン大学の環境研究所と物理資源管理オフィス
が主導する「チュラ・ゼロ・ウェイスト・イニシアチブ」を立ち上げ、第一段階
（開始から 2021 年まで）は、大学キャンパスで発生する廃棄物を 30％削減す
るという目標を立て、廃棄物を減らすだけでなく、消費と廃棄に対する考え方や
行動を再構築した。2018 年に発表された「大学における使い捨てプラスチック
廃棄物の削減対策」ではキャンパス内のすべての店舗に対し、発泡スチロール容
器と酸化型分解性プラスチック製袋（自然環境で分解できると考えられていた
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が、最近の研究により分解が不十分であることが指摘されている）の不使用を義
務化した。 
 2021 年から 2024 年までの第 2 段階では、2025 年までに廃棄物交換率 75％
削減を目標としており、実現のために学生や職員が参加し、周囲の人々、地域社
会とのコラボレーションを通じて実施しようとしている。大学は、将来を見据え
て学生団体やバンコク市、国連環境計画（UNEP）のような政府間組織と、より
協力的な取り組みを行うことを計画しており、チュラロンコーン大学学生自治
会（SGCU）は 2023 年に初めてサステナビリティ部門を設置した。SDGs に関
連づけた論文の発表に重点が置かれており、産業と技術基盤づくり、SDG3 健康
と福祉の評価点が高く、ゼロ・ウェイストに注力している。 
 アジア圏の上位校では、論文を通じた産業基盤の構築に力を入れている点が
共通していた。マレーシア工科大学における経済格差への支援や、チュラロンコ
ーン大学のゼロ・ウェイストへの取り組みはそれぞれ特徴的と考えられる。しか
しながら、ホームページや公表されている報告書など確認できた情報には限り
があり、延世大学については英語で公開されている情報が限られている。このた
め何が各大学の取り組みに影響をしているかという問い、例えば西欧とアジア
など地域性や文化圏、経済発展の状況の違いが及ぼす影響などは、今後さらなる
検討が必要と考えられた。 
  
（３）国内の事例 
 国内の Impact Rankings に目を向けると、国立大学では北海道大学、京都大
学などが上位であり、SDG9 (産業と技術革新の基盤をつくろう)の評価が高い点
は、他のアジア上位校と同じ傾向である。また、パートナーシップとして地域と
連携した活動が多いことが特徴である。 
 私立では慶應義塾大学、立命館大学、龍谷大学、上智大学、東京都市大学など
が上位校に名を連ねている。ここでは、武蔵野大学と同じく仏教精神に基づく大
学である龍谷大学、首都圏にキャンパスを持つ慶應義塾大学、上智大学、東京都
市大学を取り上げる。 
 龍谷大学の SDGs の理念は、誰一人取り残さないという SDGs の理念と、仏
教精神を結び付けた「仏教 SDGs」である。基本コンセプトである「自省利他」
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を示し、阿弥陀仏のはたらき「摂取不捨」に基づき、持続可能な社会の実現を目
指して大学組織が位置づけられている（図４）。理念を基盤として、研究、社会
貢献、国際連携、教育の軸で事例を展開し、仏教的な視点を通して大学構成員自
らの自省と気づきを促し、全学的に循環型の社会貢献・人材育成の仕組みを構築
しようとする点が特徴的である。SDGs 実践の取り組みは、「環境」「経済」「社
会」「パートナーシップ」の 4 分野に分けて 2022 年度の主な活動を通じた成果
と課題をまとめたリポートがあり、廃棄食品の活用やフェアトレード、和歌山県
や滋賀県など地域の自治地体とのパートナーシップに基づく活動が展開されて
いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 仏教 SDGs の理念と取り組みスキーム（龍谷大学 HP より引用） 
  
慶應義塾大学では多様な活動に加えて、フランスやイギリスで行われている

気候変動対策や温室効果削減対策を国民の側から提言する会議を基に、慶應義
塾 SDGs の一環として、学生の意見を本学の SDGs の取り組みに反映させる塾
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生会議を開始し、SDGs を実現するための大学のビジョン・目標・ターゲットを
提言することを目的として学生主体の活動に力を入れている。 
上智大学では、2019 年に「和解と正義のミッションにおいて、排除された人々

とともに歩む」「「ともに暮らす家」である地球への配慮を協働して行う」などこ
れから優先的に取り組むべき方向性を UAPs（Universal Apostolic Preferences 
of the Society of Jesus）「イエズス会使徒職全体の方向づけ」として定め、これ
らは大学のサステナビリティ推進に一致し、SDGs とも合致するものとして、理
念と教育、実践を統合した取り組みを行っている。「アクティブコモンズ」と呼
ばれるアカデミックコモンズ（「学習」と「憩い」と「学生活動」をコンセプト
とする、学生の学生による学生のための生きた学びの場）を活用したガーデニン
グワークショップの開催など、学生のための学びの場を活用しながら、脱炭素の
取り組みや、学生組織づくり（ガイド作成など）につなげており、理念を基盤と
した教育の展開から実践につなげていく活動は、Creative Learning Square
（CLS）など武蔵野大学の取り組みにも応用可能であると考えられる。 
また、東京都市大学では太陽光パネルや小型風力発電装置、蓄電池などを設置

し、脱炭素の取り組みを進めるとともに、大学間の連携、高等教育における SDGs
の取り組みや人財育成、ステークホルダーとのパートナーシップの強化を図っ
ている。 
目標４の教育に特化した取り組みとしては中部大学が挙げられる（図５）。中

部大学では、育成する人材として、SDGs と環境問題に造詣の深い学生を輩出し、
社会で役立つ「あてになる人間」を掲げ、自治体や企業との連携に基づき、地域
社会の課題解決に向けた取り組みを強化している。従来の ESD教育を発展させ、
全学を結ぶ SDGs 教育研究環と、3 つの教育圏を設置し SDGs 教育の実践を行
っている点は、本学の教養教育の取り組みとも重なる。 
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図 5 SDGs の取り組み（中部大学ホームページより引用） 

 

４．Impact Rankingsと事例研究からの示唆 
武蔵野大学におけるサステナブルキャンパスの実現に向けて、国際的な評価

軸と、国内外の上位校の傾向について、Impact Rankings を用いた分析により、
武蔵野大学の強みと課題を検討した。 
国際的な評価軸として、研究、卒業する人材の質、学生や職員に対する支援、

地域社会とのパートナーシップの重要性が示され、該当する取り組みを確実に
報告することの重要性が示された。 
上位校の分析（Impact Rankings と事例）から、大学ごとに異なる特徴がみら

れたが、上位校はサステナビリティに関連するレポートを公表している点や、ホ
リスティック（包括的）な視点に立ち、原則・理念を日常生活に落とし込むとこ
ろにまで至っている点が特徴的であった。 
武蔵野大学が持つ理念でもある「四弘誓願」はまさにホリスティックな視点に
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立つものであり、現在の教育研究活動の発展を通じて、上位校同様に理念を個別
の活動展開として落とし込み、「いきとし生けるものが幸せになるために」その
響創者を育成し、実現していくことが期待される。上位校の特徴に照らして考え
ると、大学としての理念、原則を関わる人々にわかりやすく伝える（確立する）
ことは、教育・研究を含む学生および教職員の日々の活動、日常生活の中に組み
込まれていくことにつながると考えられる。武蔵野大学で行われている事例に
は、実際に、食の多様性注２や、包括的性教育注 3など学生発の問題提起や対話型
のイベントを実施した活動例が多様に存在する。理念に基づく教育が学生個人
の思考と行動につながっている好例と言える。それらが単発のイベントで終わ
らずに、例えば学生がフードロス削減の取り組みを学食に求める行動や、ベジタ
リアンレストラン（香港大学）など学生の食の選択の機会を確保する実効的な環
境（スチュワードシップ、アウトリーチ）につながることで、学生主体でよりイ
ンパクトが高まることが期待できる。 
この点については、すでに武蔵野大学には様々な事例が展開されており、西シ

ドニー大学のようなデジタルプラットフォームの整備は、すでにある事例を有
機的につなぎ、学生、教職員、コミュニティ間の協力関係強化につながることが
期待できる。 
 また、SDG3(すべての人に健康と福祉を)、SDG8（働きがいも経済成長も）に
ついては日本私立トップ 10 よりも高いスコアを示し、これらの項目は武蔵野大
学の強みであると言える。SDG3 に関して、健康を人生の目的ではなく手段、資
源として捉え、その先にある幸せ（ウェルビーイング）を高めていくヘルスプロ
モーションの視点は、国の取組みとして重要視され、自然と健康になる環境づく
りが求められている（厚生労働省, 2023）。加えて、持続可能な健康への取り組
みには、地球環境と社会的要因が重要であるとするプラネタリーヘルスの視点
への注目が高まっている。Myers（2017）は地球の自然システムの変化は、気候
変動、大気や水および土壌の汚染、生物多様性の減少、地球の化学的循環の再構
成による複雑な相互作用を通じて健康に影響を及ぼすことを示している。これ
は、感染症や自然災害への曝露も含まれ、健康への影響は複雑で未知数であるが、
環境に働きかける重要性への認識は高まっている。 
 本学では、すでにしあわせ研究所によりウェルビーイングを高めていく研究
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が学部学科の枠を越えて、また学外の研究機関や実践機関と連携しながら推進
されている。さらに、教養教育において SDGs に着目した教育が行われている
ことにより、SDGs は表面的な知識・取り組みではなく大学の理念と結びついた
ものとして位置づけられていることは、本学の大きな強みと考えられる。SDG8
（働きがいも経済成長も）に関しても、自分達を含む人々の未来をより良いもの
にする取り組みとして、学生や教職員が主体となって様々な実行方法を見出せ
る可能性がある。 
 一方、武蔵野大学に限らない、国内共通の傾向として見出された SDG5（ジェ
ンダー平等を実現しよう）のスコアが低いことは、逆に捉えれば積極的に取り組
むことで伸ばしやすい、取り組みやすい視点とも言える。武蔵野大学は、築地本
願寺において女子教育を起源とした歴史を持ち、女性の教育へのアクセスにつ
いて取り組みを重ねてきた大学であり、日本社会全体の課題でもあるジェンダ
ー平等やあらゆる平等にチャレンジすることは 100 周年の節目において人々の
未来を拓く行動に他ならない。 
 他にも、2020 年に世界ランキング 41 位であった香港大学は、SDGs に貢献で
きるようなリーダーシップや持続可能な開発のための創造的な解決策を提供で
きる人材育成を教育目標の中に位置づけ、異文化理解や国際市民権に関する教
育も含まれている。図書館とコアセンター、女性学研究センターが連携し、パー
マカルチャーを用いた屋上庭園のデザインと実践、学生向けワークショップな
どの実行につなげており、エディブルな庭園の創出は、SDG２（飢餓をゼロに）
にも関連するとされている。武蔵野大学においても、サステナブルキャンパスの
取り組みとして、屋上庭園などの人々の居場所づくりの中で、パーマカルチャー
デザインを用いている点は香港大学と同様である。環境への関心を高め、学生自
身の関心や意思決定を支援する環境、すなわち対話の場を創り出すことは、学生
が自ら問いを持ち、世界に関わる響創者となることを促すと考えられる。 
循環を意識してデザインされた対話の場を通じて、あらゆるものはつながり

合い、互いに生かし生かされ合っていると気づくことは、本学が取り組む響学ス
パイラルに基づく学びであり、自発的な活動につながり、最初は小さな気づきで
あっても、その蓄積こそが「世界の幸せを実現する」と期待される。 
 一方で、他大学の取り組みについては、ホームページやサステナビリティレポ
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ートからの情報収集であり、現地での詳細な調査などは行っていないのが限界
点である。本学に所属する海外にルーツやネットワークを持つ教員と連携する
など、本学が有する多様な資源を生かすことで、今後さらなる情報収集と協働的
な取り組みを進めていきたい。 
リサイクル率向上や炭素排出量の削減などは、国内の大学の多くが弱みとし

ている点であるが、北海道大学では、サステイナビリティ推進機構を立ち上げ、
サステイナブルキャンパス推進協議会（CAS-Net JAPAN）によるサステイナブ
ルキャンパス評価システム（ASSC）などを活用し組織的に取り組んでいる点が
評価向上につながっている。全学的な取り組みとすることは簡単ではないが、既
存の枠組みを活用することを視野に入れつつ、本学の強みを活かしていくこと
が重要である。例えば、武蔵野大学ではじゅんぐりセンターなどの新たな取り組
みも広がっており、リサイクル率や資源循環の拠点としていくことが期待され
る。また、世界ランキング１位の西シドニー大学は武蔵野大学の協定校でもあり、
すでにある関係性を活かしてサステナブルキャンパス実現に向けた共同研究・
教育に発展させていくことが期待できる。SDGs を実現するために個人が持つべ
き力、コンピテンスとして 23 のスキルが提唱され、SDGs から IDGs へという
流れもみられる。まだ完成形ではなく、アジアの視点が不足していることが言わ
れており、アジアの視点からのフィードバックが求められている。今後は大学間
の交流や現地でのフィールド調査などを企画し、互いの取り組みから学び合う
ことにより、相互作用を引き出し、武蔵野大学における教育研究と実践の取り組
みを発展させていきたい。 
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と
地
域
社
会
（

23
%
）

 
  

地
域
社
会
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
と
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性
を
学
ぶ
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（

4.
6%

）
  

大
学
の
枠
を
越
え
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

10
0%

に
関
す
る
公
約
の
推
進
（

4.
6%

）
  

地
域
産
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
と
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
向
上
を
目
的
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
（

4.
6%

）
  

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
高
い
技
術
に
関
連
す
る
政
策
立
案
に
関
す
る
政
府
へ
の
情
報
提
供
と
支
援
（

4.
6%

）
  

低
炭
素
経
済
・
技
術
を
育
成
・
支
援
す
る
新
興
企
業
へ
の
支
援
（

4.
6%

）
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SD
G

 8
 
働
き
が
い
も
経
済
成
長
も

 
 

  
経
済
成
長
と
雇
用
に
関
す
る
研
究

 （
27

%
）

 
  

Ci
te

sc
or

eで
定
義
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
上
位

10
%
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
割
合
（

14
%
）

  
論
文
数
（

13
%
）

  
雇
用
慣
行
（

19
.6

%
）

 
  

教
職
員
へ
の
生
活
賃
金
の
支
払
い
（

2.
45

%
）

  
組
合
・
労
働
者
の
権
利
の
承
認
（

2.
45

%
）

  
職
場
に
お
け
る
差
別
撤
廃
に
関
す
る
方
針
（

2.
45

%
）

  
現
代
の
奴
隷
制
度
、
強
制
労
働
、
人
身
売
買
、
児
童
労
働
に
対
す
る
方
針
（

2.
45

%
）

  
外
部
委
託
労
働
者
の
平
等
な
権
利
の
保
証
（

2.
45

%
）

  
給
与
水
準
の
平
等
と
男
女
間
の
賃
金
格
差
に
関
す
る
方
針
（

2.
45

%
）

  
給
与
水
準
の
男
女
平
等
の
測
定
と
追
跡
（

2.
45

%
）

  
従
業
員
が
権
利
や
賃
金
に
関
す
る
決
定
に
異
議
を
唱
え
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
（

2.
45

%
）

  
従
業
員

1
人
当
た
り
の
支
出

 （
15

.4
%
）

 
  

職
場
実
習
（
ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
）
を
受
け
る
学
生
の
割
合
（

19
%
）

 
  

安
全
な
契
約
を
結
ん
で
い
る
従
業
員
の
割
合
（

19
%
）

 
  

  
SD

G
 9

 
産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を
作
ろ
う

 
 

  
産
業
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
研
究
（

11
.6

%
）

 
  

大
学
の
研
究
を
引
用
し
た
特
許
（

15
.4

%
）

 
  

大
学
の
ス
ピ
ン
オ
フ
（

34
.6

%
）

 
  

産
業
界
か
ら
の
研
究
収
入

 （
38

.4
%
）
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SD
G

 1
0 

人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う

 
 

  
不
平
等
削
減
に
関
す
る
研
究

 （
27

%
）

  
 

Ci
te

sc
or

eで
定
義
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
上
位

10
%
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
割
合
（

10
%
）

  
大
学
で
生
産
さ
れ
た
論
文
の
分
野
別
重
み
付
け
引
用
指
数
（

10
%
）

  
論
文
数
（

7%
）

  
第
一
世
代
の
学
生
（

15
.5

%
）

   
発
展
途
上
国
か
ら
の
留
学
生

 （
15

.5
%
）

 
  

障
が
い
の
あ
る
学
生
と
ス
タ
ッ
フ
（

23
%
）

 
  

障
が
い
の
あ
る
学
生
の
割
合
（

11
.5

%
）

  
障
が
い
の
あ
る
従
業
員
の
割
合
（

11
.5

%
）

  
差
別
へ
の
対
策

 （
19

%
）

 
  

差
別
の
な
い
入
学
者
受
入
方
針
（

1.
9%

）
  

社
会
的
地
位
の
低
い
人
々
の
志
願
率
と
入
学
率
を
追
跡
調
査
す
る
（

1.
9%

）
  

学
生
や
職
員
に
差
別
的
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
採
用
す
る
た
め
の
計
画
的
な
行
動

 （
1.

9%
）

  
職
員
・
学
生
に
対
す
る
差
別
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
方
針
（

1.
9%

）
  

多
様
性
と
平
等
に
関
す
る
委
員
会
や
役
員
の
存
在
（

1.
9%

）
  

社
会
的
地
位
の
低
い
グ
ル
ー
プ
の
学
生
や
職
員
を
対
象
と
し
た
メ
ン
タ
リ
ン
グ
や
そ
の
他
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
（

1.
9%

）
  

障
が
い
者
の
た
め
の
利
用
し
や
す
い
施
設
（

1.
9%

）
  

障
が
い
者
の
た
め
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
（

1.
9%

）
  

障
が
い
者
の
た
め
の
ア
ク
セ
ス
制
度

 （
1.

9%
）

  
適
切
な
資
金
提
供
を
含
む
、
障
が
い
者
の
た
め
の
宿
泊
施
設
方
針
ま
た
は
戦
略

 （
1.

9%
）
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SD
G

 1
1 

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

 
 

  
持
続
可
能
な
都
市
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
研
究
（

27
%
）

  
Ci

te
sc

or
eで

定
義
さ
れ
た
学
術
誌
の
上
位

10
％
に
お
け
る
論
文
の
割
合
（

10
%
）

  
大
学
で
生
産
さ
れ
た
論
文
の
分
野
別
重
み
付
け
引
用
指
数
（

10
%
）

  
論
文
数
（

7%
）

   
芸
術
と
遺
産
の
支
援
（

22
.6

%
）

 
  

大
学
内
に
あ
る
文
化
的
に
重
要
な
建
造
物
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
自
然
遺
産
景
観
の
一
般
公
開
（

3.
75

%
）

  
大
学
図
書
館
の
一
般
利
用

 （
3.

75
%
）

  
大
学
の
博
物
館
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
般
公
開

 （
3.

75
%
）

  
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
や
緑
地
へ
の
一
般
公
開
（

3.
75

%
）

  
一
般
市
民
を
対
象
と
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
芸
術
的
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

 （
3.

8%
）

  
地
域
の
遺
産
を
記
録
・
保
存
す
る
（

3.
8%

）
  

芸
術
と
遺
産
へ
の
支
出
（

15
.3

%
）

 
  

持
続
可
能
な
慣
行
（

35
.1

%
）

   
持
続
可
能
な
通
勤
に
関
す
る
目
標

 （
3.

9%
）

  
持
続
可
能
な
通
勤
の
促
進
（

3.
9%

）
  

在
宅
勤
務
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
、
短
時
間
勤
務
の
奨
励
（

3.
9%

）
  

学
生
や
職
員
に
手
頃
な
価
格
の
住
居
を
提
供
す
る
（

7.
8%

）
  

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
歩
行
者
優
先

 （
3.

9%
）

  
計
画
的
な
問
題
に
つ
い
て
自
治
体
と
協
力
す
る
（

3.
9%

）
  

持
続
可
能
な
基
準
で
建
設
す
る

 （
3.

9%
）

  
褐
色
地
に
建
設
す
る
（

3.
9%

）
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  SD
G

 1
2 

つ
く
る
責
任
、
つ
か
う
責
任

  
  

責
任
あ
る
消
費
と
生
産
に
関
す
る
研
究
（

27
%
）

 
  

Ci
te

sc
or

eで
定
義
さ
れ
た
学
術
誌
の
上
位

10
％
に
お
け
る
論
文
の
割
合
（

10
%
）

  
大
学
で
生
産
さ
れ
た
論
文
の
分
野
別
重
み
付
け
引
用
指
数
（

10
%
）

  
論
文
数
（

7%
）

  
運
営
上
の
措
置
（

26
.7

%
）

 
  

商
品
の
倫
理
的
調
達
に
関
す
る
方
針
（

4.
8%

）
  

有
害
廃
棄
物
の
適
切
な
処
理
に
関
す
る
方
針
（

4.
8%

）
  

埋
立
処
分
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
量
の
測
定
に
関
す
る
方
針
（

4.
8%

）
  

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
使
用
最
小
化
に
関
す
る
方
針
（

4.
8%

）
  

使
い
捨
て
商
品
の
使
用
を
最
小
限
に
抑
え
る
方
針
（

4.
8%

）
  

こ
れ
ら
の
方
針
が
外
部
委
託
サ
ー
ビ
ス
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
証
拠
（

1.
35

%
）

  
こ
れ
ら
の
方
針
が
外
部
委
託
先
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
証
拠
（

1.
35

%
）

  
リ
サ
イ
ク
ル
廃
棄
物
の
割
合
（

27
%
）

 
  

大
学
全
体
で
発
生
し
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
廃
棄
物
の
量
を
測
定
す
る
（

13
.5

%
）

  
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
廃
棄
物
の
割
合
（

13
.5

%
）

  
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
レ
ポ
ー
ト
の
発
行
（

19
.3

%
）

 
  

  
SD

G
 1

3 
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を

 
 

  
気
候
変
動
対
策
に
関
す
る
研
究
（

27
%
）

  
Ci

te
sc

or
eに

よ
っ
て
定
義
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
上
位

10
パ
ー
セ
ン
ト
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
割
合
（

10
%
）

  
大
学
で
生
産
さ
れ
た
論
文
の
分
野
別
重
み
付
け
引
用
指
数
（

10
%
）
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論
文
数
（

7%
）

  
低
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

 （
27

%
）

 
  

低
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
測
定
（

13
.5

%
）

  
低
炭
素
電
力
の
割
合
（

13
.5

%
）

  
環
境
教
育
対
策
（

23
%
）

 
  

気
候
変
動
に
関
す
る
地
域
教
育
プ
ロ
グ
ラ

 ム
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
（

4.
6%

）
  

自
治
体
や
地
域
社
会
と
共
有
す
る
大
学

 の
気
候
変
動
対
策
計
画
が
あ
る
（

4.
6%

）
  

住
民
の
移
住
を
含
む
気
候
変
動
災
害
に
備
え

 て
、
地
方
政
府
ま
た
は
国
家
政
府
と
連
携
し
て
計
画
を
立
て
る
（

4.
6%

）
  

気
候
変
動
に
関
連
す
る
問
題
に
つ
い
て
、

 政
府
に
情
報
を
提
供
し
支
援
す
る
（

4.
6%

）
  

気
候
変
動
へ
の
適
応
に
つ
い
て

 N
G

O
と
協
力
す
る
（

4.
6%

）
  

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
（

23
%
）

 
  

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
（

11
.5

%
）

  
達
成
期
限

 （
11

.5
%
）

  
  

SD
G

 1
4 

海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

 
 

  
水
中
の
生
物
に
関
す
る
研
究

 （
27

%
）

  
 

Ci
te

sc
or

eで
定
義
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
上
位

10
%
に
入
る
論
文
の
割
合
（

10
%
）

  
大
学
で
生
産
さ
れ
た
論
文
の
分
野
別
重
み
付
け
引
用
指
数
（

10
%
）

  
論
文
数
（

7%
）

  
教
育
に
よ
る
水
生
生
態
系
の
支
援
（

15
.3

%
）

 
  

地
域
社
会
ま
た
は
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
の
淡
水
生
態
系
に
関
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（

5.
1%

）
  

漁
業
、養

殖
業
、観

光
業
の
持
続
可
能
な
管
理
に
関
す
る
、地

域
ま
た
は
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
向
け
の
教
育
ま
た
は
支
援
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム（

5.
1%

） 
 

乱
獲
、
無
規
制
漁
業
、
破
壊
的
な
漁
業
慣
行
に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
る
た
め
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
（

5.
1%

）
  

61



サステナブルキャンパスの実現を目指して  
～ Impact Rankings 分析と事例研究の視点から～

行
動
を
通
じ
て
水
生
生
態
系
を
支
援
す
る
（

19
.4

%
）

 
  

水
域
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
ま
た
は
開
催
す
る
（

4.
85

%
）

  
学
内
の
水
産
物
が
持
続
可
能
な
方
法
で
収
穫
さ
れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
方
針
（

4.
85

%
）

  
研
究
ま
た
は
産
業
界
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
、
既
存
の
生
態
系
と
そ
の
生
物
多
様
性
を
維
持
・
拡
大
す
る
（

4.
85

%
）

  
海
洋
産
業
が
水
生
生
態
系
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
防

 ぐ
た
め
の
技
術
や
手
法
に
取
り
組
む
（

4.
85

%
）

  
水
に
敏
感
な
廃
棄
物
処
理

 （
19

.3
%
）

 
  

水
質
基
準
と
排
水
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

 （
6.

45
%
）

  
学
内
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
削
減
計
画
（

6.
45

%
）

  
海
洋
汚
染
を
防
止
・
削
減
す
る
方
針

 （
6.

4%
）

  
地
域
の
生
態
系
を
維
持
す
る

 （
19

%
）

  
 

水
生
生
態
系
の
物
理
的
、
化
学
的
、
生
物
学
的
変
化
を
最
小
限
に
抑
え
る
計
画

 （
3.

8%
）

  
水
生
生
態
系
の
健
全
性
を
監
視
す
る

 （
3.

8%
）

  
水
生
生
態
系
の
管
理
を
奨
励
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
開
発
し
支
援
す
る
（

3.
8%

）
  

共
有
の
水
生
生
態
系
を
維
持
す
る
た
め
に
地
域
社
会
と
協
力
す
る
（

3.
8%

）
  

水
生
種
の
多
様
性
に
基
づ
い
た
流
域
管
理
戦
略

 （
3.

8%
）

  
  

SD
G

 1
5 

陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う

 
 

  
陸
域
生
態
系
に
関
す
る
研
究

 （
27

%
）

  
 

Ci
te

sc
or

eで
定
義
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
上
位

10
%
に
入
る
論
文
の
割
合
（

10
%
）

  
大
学
で
生
産
さ
れ
た
論
文
の
分
野
別
重
み
付
け
引
用
指
数
（

10
%
）

  
論
文
数
（

7%
）

  
教
育
を
通
じ
て
土
地
の
生
態
系
を
支
援
す
る
（

23
%
）

 
  

土
地
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
ま
た
は
開
催
す
る
（

4.
6%

）
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キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
食
品
が
持
続
可
能
な
農
法
で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
方
針
（

4.
6%

）
  

既
存
の
生
態
系
と
そ
の
生
物
多
様
性
を
維
持
・
拡
大
す
る
（

4.
6%

）
  

地
域
や
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
生
態
系
に
関
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

 （
4.

6%
）

  
農
業
や
観
光
の
た
め
の
土
地
の
持
続
可
能
な
管
理
に
関
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

 （
4.

6%
）

  
行
動
を
通
じ
た
土
地
生
態
系
の
支
援
（

27
%
）

 
  

大
学
に
関
連
す
る
土
地
生
態
系
の
保
全
、
回
復
、
持
続
可
能
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め
の
方
針
（

5.
4%

）
  

大
学
の
運
営
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
絶
滅
危
惧
種
を
特
定
し
、
監
視
し
、
保
護
す
る
た
め
の
方
針
（

5.
4%

）
  

新
し
い
建
物
の
建
設
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
計
画
や
開
発
プ
ロ
セ
ス
に
地
域
の
生
物
多
様
性
を
含
め
る
（

5.
4%

）
  

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
外
来
種
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
の
方
針
（

5.
4%

）
  

共
有
地
の
生
態
系
を
維
持
す
る
た
め
に
地
域
社
会
と
協
力
す
る
（

5.
4%

）
  

土
地
に
配
慮
し
た
廃
棄
物
処
理

 （
23

%
）

 
  

水
質
基
準
お
よ
び
排
水
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（

7.
7%

）
  

学
内
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
削
減
に
関
す
る
方
針
（

7.
65

%
）

  
有
害
物
質
を
含
む
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
方
針
（

7.
65

%
）

  
  

SD
G

 1
6 

平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に

 
 

  
平
和
と
正
義
に
関
す
る
研
究
（

27
）

 
  

Ci
te

sc
or

eに
よ
っ
て
定
義
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
上
位

10
パ
ー
セ
ン
ト
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
割
合
（

10
%
）

  
大
学
で
生
産
さ
れ
た
論
文
の
分
野
別
重
み
付
け
被
引
用
指
数
（

10
%
）

  
論
文
数
（

7%
）

  
大
学
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
対
策
（

26
.6

%
）

 
  

大
学
の
運
営
組
織
に
お
け
る
選
挙
に
よ
る
代
表

 （
3.

35
%
）

  
独
立
し
た
学
生
組
合
の
承
認
（

3.
35

%
）
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地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
巻
き
込
む
政
策
（

3.
35

%
）

  
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
巻
き
込
む
た
め
の
参
加
型
組
織

 （
3.

35
%
）

  
組
織
犯
罪
、
汚
職
、
賄
賂
に
関
す
る
方
針

 （
3.

35
%
）

  
学
問
の
自
由
を
支
援
す
る
政
策

 （
6.

6%
）

  
大
学
の
財
務
デ
ー
タ
の
公
表
（

3.
25

%
）

  
政
府
と
協
力
す
る
（

23
.2

%
）

   
政
府
に
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
す
る
（

6.
4%

）
  

政
策
立
案
者
や
議
員
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
提
供
す
る
（

6.
4%

）
  

政
府
部
門
と
協
力
し
て
政
策
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
を
行
う
（

6.
4%

）
  

政
治
関
係
者
が
課
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
の
中
立
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
（

4%
）

  
法
律
・
民
事
執
行
分
野
の
卒
業
生
の
割
合
（

23
.2

%
）

 
  

  
SD

G
 1

7 
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し
よ
う

 
 

  
研
究
（

27
.1

%
）

 
  

低
・
中
所
得
国
出
身
の
共
著
者
が
い
る
学
術
出
版
物
の
割
合
（

13
.5

5%
）

  
17
の

SD
G

sに
関
連
す
る
出
版
物
の
数
（

13
.5

5%
）

  
目
標
を
支
え
る
関
係
（

18
.5

%
）

 
  

SD
G

s政
策
に
お
け
る
地
域

N
G

O
や
政
府
と
の
関
係
（

3.
7%

）
  

政
府
や

N
G

O
と
の

SD
G

sに
関
す
る
セ
ク
タ
ー
を
超
え
た
対
話
（

3.
7%

）
  

SD
G

sに
関
連
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
た
め
に
国
際
的
に
協
力
し
て
い
る
（

3.
7%

）
  

SD
G

sに
取
り
組
む
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
開
発
す
る
た
め
に
国
際
的
に
協
力
し
て
い
る
（

3.
7%

）
  

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
、研

究
プ
ロ
グ
ラ
ム
ま
た
は
教
育
リ
ソ
ー
ス
を
通
じ
て
、S

D
G

sに
取
り
組
む
た
め
に

N
G

O
と
協
力
す
る（

3.
7%

）  
SD

G
s報

告
書
の
発
行
（

27
.2

%
）
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SD
G

sに
つ
い
て
の
教
育

 （
27

.2
%
）
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